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研究成果の概要（和文）：  本研究では、第一に、1910 年代の無声映画期における主要な映画産業国を対象
に、古典的ハリウッド映画形式の確立へと至る従来の進歩史観に従うのではなく、インターナショナルな映画形
式とナショナルな映画形式の対峙の様相を比較映画史として記述することを目指した。
　第二に、演劇・美術・音楽・舞踊・文学といった隣接する諸芸術と映画界の多様な連関が開花していった1910
 年代において、大衆芸術としての映画の形成プロセスを分析し、映画言語の固有性および映画作品の作家性を
めぐる新たなアプローチを実践した。 
  その成果は、研究書『映画の胎動ー1910年代の比較映画史』として人文書院より上梓した。

研究成果の概要（英文）：  This research focused on major film industry countries in the silent 
period of the 1910 's, not following the traditional progressive historical development leading to 
the establishment of the classic Hollywood cinema style, but the international film style and the 
national  film style. It was aimed to describe the aspect of confrontation of the film style as 
comparative film history.
  Secondly, in the 1910's, when various relationships between the adjacent Arts such as theater, 
art, music, dance, literature and the film world bloomed, the process of film as popular art was 
analyzed, and practiced a new approach to uniqueness and writability of cinema history.
  This research was published from the Jinbun Shoin as a research book "Fetal movement of films - 
History of comparative film style in the 1910s".
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１．研究開始当初の背景 

ヨーロッパにおける1910 年代映画形

式は、第一次世界大戦で各国の映画産業

が打撃を受け、アメリカ映画の大量流入

に伴って衰退した。映画史の最も代表的

な先行研究の一冊であるデイヴィッド・

ボートウェルらのThe Classical Hollywood 

Cinema, Columbia University Press, 1985 

が、ハリウッドの古典的な映画作法の形

成過程を綿密に検証したのに比べ、同時

期のヨーロッパ映画形式は、豊穣にもか

かわらず未踏であり、その生成過程の全

体像はきわめて単純化されるか、「後退

した形式」と批判されてきた。古典的ハ

リウッド映画という圧倒的な国際的規格

の登場を前に、ヨーロッパ各国で模索さ

れた映画形式の可能性は、実に多様なも

のだった。結果的にドミナントな形式と

なった作家や形式にのみ注目するのは、

偏向した映画史記述であり、古典的映画

に画一化される以前の混沌とした時代の、

さまざまな映画形式の様相と可能性を捉

えるべきである。 
 
２．研究の目的 

本研究では、第一に、1910 年代の無声

映画期における主要な映画産業国（フラ

ンス、イタリア、ドイツ、ロシア、イギ

リス、デンマーク、スウェーデン、アメ

リカ、日本）を対象に、古典的ハリウッ

ド映画形式の確立へと至る従来の進歩史

観に従うのではなく、インターナショナ

ルな映画形式とナショナルな映画形式の

対峙の様相を比較映画史として記述する

ことを目指した。 

第二に、演劇・美術・音楽・舞踊・文

学といった隣接する諸芸術と映画界の多

様な連関が開花していった1910 年代に

おいて、監督や脚本家、舞台装置家、作

曲家、俳優、批評家等の人的交流の実態

を把握した上で、「大衆芸術」としての

映画の形成プロセスを分析し、映画言語

の固有性および映画作品の作家性をめぐ

る新たなアプローチを実践した。 
 
３．研究の方法 
 

横断的なテーマ設定に対するアプロー

チとして、第一に、とりわけ密接な関係

にあった二つの国を対峙させ、双方向の

潮流を分析した。平成26 年度は、1910 年

代最大の映画産業国であったフランスと、

そのフランスの映画人が映画産業を根付

かせた帝政期のロシアという組み合わせ

を検討し、平成27 年度は文学と映画のコ

ラボレーションである作家映画というジ

ャンルを軸に、デンマーク映画とドイツ

映画をとり上げた。また、平成28 年度は、

映画史上最初のスター・システムと映画

監督の作家性の連関をめぐってイタリア

映画研究に焦点を置き、最終年度は、ア

メリカの反古典的形式を追求し、研究成

果をまとめた。研究方法としては、海外

の映画祭および、ヨーロッパ各国とアメ

リカのフィルム・アーカイヴでフィルム

の試写や同時代の資料調査し、収集した。 
 
４．研究成果 

本年度の成果は以下の通りである。本

研究の出発点である博士学位論文『1910

年代の比較映画史研究ー初期映画から古

典的映画への移行期における映画形式の

形成と展開』をもとに、研究書『映画の

胎動ー1910年代の比較映画史』を人文書

院より上梓した（2016年2月）。 

また、毎年度、海外の一次資料収集と

映画調査のため、ボローニャ国際復元映

画祭（6月）およびポルデノーネ無声映画

祭（10月）に参加した。本映画祭では、

とりわけ100年前の映画特集に注目し、ま

とまった復元成果を分析することができ

た。 
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